
 

令和７年度事業計画書 

 

公益財団法人大阪腎臓バンク 

 

１．腎不全実態調査助成事業 

     血液透析医療や移植医療の実態把握のため、大阪透析研究会及び腎移植施設連絡会が行う調査・解析研究に対し、

それぞれ年20万円を助成する。また、献腎移植の推進のため近畿の移植施設で構成する献腎移植症例検討会に対し 

20万円を助成し献腎移植情報の有効活用を図る。（60万円） 

 

２．研究助成・褒賞・教育研修助成事業 

（１）研究助成は、腎不全をはじめ腎・尿路疾患の予防と治療に関する研究調査などを行っている若手研究者、コメデ

ィカル、患者団体などに本財団の規程に基づき助成する。様々な研究領域・職種からの応募を促すため、各分野

ごとに審査するなどの取り組みを行い研究助成の幅を広げる。助成金の額は腎疾患研究助成審査委員会の選考に

より決定する。（500万円） 

 

（２）褒賞は、府下の透析施設で行われる透析医療水準の向上と標準化に資する研究活動を対象に、大阪透析研究会（年

2回開催）で選考された優秀論文に対し贈呈する。褒賞金は一件 5万円とし、年間を通して8件とする。（40万円） 

 

（３）教育研修助成事業は、腎臓移植の推進に向け臓器提供に関する教育研修に参加する大阪府院内移植コーディネー

ター設置届出施設の医療従事者の参加費を助成する。助成額は 1施設につき、年間上限5万円とする。（50万円） 

 

３．学会等共催事業 

   腎・尿路疾患の予防と治療に関する学術研究の推進に寄与するため、学会等共催審査委員会において承認された 

学会・研究会との共催事業を実施する。（870万円） 

（１） 学 会 

① 第70回日本透析医学会学術集会・総会 R7.6.27～29 於：リーガロイヤルホテル大阪他 

                             主宰 猪阪 善隆（大阪大学大学院） 

② 第36回日本サイコネフロロジー学会学術集会・総会  R7.7.26～27  於：大阪国際会議場          

主宰 藤田 譲（白鷺病院） 

③ 日本性機能学会第35回学術総会・第 35回日本性機能学会中部総会 R7.9.19～21  於：なんばスカイオ 

                           主宰 野々村 祝夫（大阪大学大学院） 

（２）研究会 

① 大阪腹膜透析研究会                 会長  林 晃正（大阪急性期・総合医療センター） 

② 腎疾患フロンティア研究会           代表世話人  角田 洋一（大阪大学大学院） 

③ 慢性腎臓病(CKD)アウトカム研究会          代表幹事  倉賀野 隆裕 （兵庫医科大学） 

 

４．普及啓発事業 

  腎不全対策、特に献腎移植の推進には府民の理解と協力が必要なことから、令和7年度においても様々な普及 

啓発活動を推進する。（315万円） 

（１）キャンペーン活動及び啓発資料作成・配布 

臓器移植普及推進月間（10月）を中心に府下各地のイベント会場で大阪府、大阪市、堺市、患者団体、ボラン 



ティア等と共同で献腎移植推進の普及啓発キャンペーンを実施する。また、リーフレットなどの啓発用資料や 

グッズを作成し、配布する。 

 

（２）意思表示カードの配布 

     臓器提供の意思表示を普及啓発するため、府下における公共、集客施設や街頭キャンペーン及び講演会開催時 

などで意思表示カードなどの配布を行う。 

 

（３）患者団体が行う学習会や啓発活動の助成等 

NPO法人大阪腎臓病患者協議会などの患者団体が行う、透析患者・移植者のQOL向上のための学習会の開催や 

献腎移植推進キャンペーン等の啓発活動を助成する。また、一般府民や腎疾患患者を対象とした腎不全に関す 

る知識の普及啓発に努める。 

 

（４）患者団体との共催事業 

     NPO法人大阪腎臓病患者協議会の学習会活動、NPO法人日本移植者協議会の移植情報センター事業、NPO法人 

日本移植者スポーツ協会の全国移植者スポーツ大会事業を共催し、寄付募金活動等を行う。 

 

（５）勉強会の開催及び機関誌発行等 

献腎移植の推進に関する勉強会の開催、機関誌OKFニュース(年2回程度)の発行・賛助会員等への提供、ホー 

ムページの更新を行う。 

 

５．組織適合検査事業 

  献腎移植希望者の組織適合検査（HLA検査、抗体クロスマッチ検査）は大阪急性期・総合医療センターで行い、大阪 

腎臓バンク及び府下 8ヶ所の献腎移植施設で登録指導する。令和 7年度は HLA検査 90件、抗体クロスマッチ検査 30

件を予定し、所要経費を助成する。なお事業実施に当たり大阪府から HLA 検査と抗体クロスマッチ検査について一定

の補助金を見込んでいる。検査料金の支払、HLA検査希望者の自己負担金徴収は、大阪腎臓バンクが行う。 

なお、令和 6 年度から実施している助成金の増額措置については、HLA 検査希望者の自己負担金の軽減を図り検査を

受けやすい体制整備を推進するため継続して行う。（528万円） 

 

６．大阪府臓器移植コーディネーター事業 

  臓器移植を推進するため、大阪府の委託を受け大阪府臓器移植コーディネーターを1名（当バンク常勤職員）設置 

している。日常の業務は、府民への普及啓発及び移植施設や提供病院との情報交換などを行い、ドナー発生時には、

(公社)日本臓器移植ネットワーク等と連絡を取り、インフォームドコンセント、移植施設の連絡調整、検体や臓器 

の搬送、遺族対応等を行う。また、提供病院用のパンフレット配布など臓器提供可能医療機関への支援や研修会の 

実施など、臓器提供体制の強化に努める。（700万円） 

 

７．献腎移植推進事業 

  献腎移植を推進するための第一歩である、臓器提供の可能性のあるドナー情報を幅広く収集するため、ドナー情報 

を提供した医療機関に対し助成金の交付を行う。また当該ドナー情報の提供により府内移植施設で献腎移植が行わ 

れた場合には情報提供病院に褒賞金を交付する。（160万円） 


